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４
人
に
勤
続
20
年
表
彰 

 

平
成
21
年
度
私
立
学
校

教
職
員
教
育
功
労
者
知
事
表

彰
で
、
金
沢
学
院
か
ら
木
梨

由
利
、
山
崎
宗
範
、
井
沢
直

美
、
山
口
美
紀
の
４
人
の
皆

さ
ん
が
勤
続
20
年
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 
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泉
鏡
花
記
念
館
の
青
山
克

彌
館
長
（
金
沢
学
院
大
学
名

誉
教
授
）、
金
沢
ふ
る
さ
と
偉

人
館
の
松
田
章
一
館
長
（
元

金
沢
学
院
短
大
教
授
）、
室
生

犀
星
記
念
館
の
笠
森
勇
館
長

（
金
沢
学
院
短
大
名
誉
教

授
）
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。 

 

青
山
館
長
は
、
慶
応
義
塾

大
学
か
ら
、
鏡
花
が
収
集
し

た
う
さ
ぎ
の
置
物
を
借
り
受

け
た
際
の
苦
労
話
な
ど
を
紹 

介
し
、「
地
元
の
偉
人
を
地
元

の
学
校
で
も
っ
と
教
え
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

松
田
館
長
は
、
鏡
花
・
幾 

金
沢
で
バ
ド
日
本
リ
ー
グ
戦 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
リ
ー

グⅠ

部
の
金
沢
学
院
ク
ラ
ブ

対
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
戦
は
12

月
13
日
、
金
沢
市
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
、
金
沢
学
院
は

前
年
優
勝
の
強
豪
相
手
に
健

闘
し
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
カ

ウ
ン
ト
０
―
３
で
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
で
リ
ー
グ

戦
４
敗
と
な
り
、
残
り
３
戦

にⅠ

部
残
留
を
か
け
ま
す
。 

昨
年
のⅠ

部
昇
格
後
、
初 

め
て
地
元
石
川
で
開
催
さ
れ

る
試
合
と
あ
っ
て
、
会
場
に

は
本
学
の
教
職
員
、
学
生
が

多
数
詰
め
か
け
、
大
き
な
声

援
を
送
り
ま
し
た
。 

 

り
組
む
際
に
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。 

 

赤
川
氏
は
「
創
作
に
は
、

意
欲
を
引
き
出
す
原
動
力

と
な
る
も
の
、
そ
し
て
き

っ
か
け
に
な
る
も
の
が
必

要
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

一
例
と
し
て
、
サ
イ
レ

ン
ト
映
画
の
「
裁
か
れ
る

ジ
ャ
ン
ヌ
」
を
挙
げ
、「
こ

の
映
画
に
は
圧
倒
さ
れ
、

感
銘
を
受
け
、
突
き
動
か

さ
れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。 

共
同
募
金
に
１
万
62
円 

 

学
校
法
人
金
沢
学
院
は
平

成
21
年
度
赤
い
羽
根
共
同

募
金
で
集
ま
っ
た
１
万
62

円
を
12
月
４
日
、
県
共
同
募

金
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。 

清
鐘
祭
で
各
模
擬
店
に
置
い

た
手
作
り
募
金
箱
お
よ
び
教

職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

の
合
計
で
す
。 

学
生
対
象
に
安
全
講
習 

 

車
、
バ
イ
ク
で
通
学
す
る

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

の
学
生
を
対
象
に
し
た
交
通

安
全
講
習
が
12
月
15
日
、
４

号
館
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
約
３
３
０
人
の
学
生
が
、

ビ
デ
オ
を
見
た
あ
と
、
金
沢

中
警
察
署
の
三
島
真
次
交
通

官
ら
の
指
導
で
、
お
年
寄
り

の
事
故
防
止
な
ど
、
安
全
意

識
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。 

金
沢
学
院
ク 

善
戦
も
及
ば
ず 

 

ライフデザイン総合学科開設記念の公開講座 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部

の
公
開
特
別
講
義
は
11
月

27
日
、
４
号
館
講
堂
で
行

わ
れ
、
作
家
で
本
学
客
員

教
授
の
赤
川
次
郎
氏
が

「
私
の
創
作
ノ
ー
ト
」
と

題
し
、
自
ら
が
執
筆
に
取 

  

創
作
に
は
意
欲
と
き
っ
か
け 

文
学
部
特
別
講
義
で
赤
川
氏
語
る 

短
大
に
在
職
し
た
３
館
長
語
る 

金
沢
学
院
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
開

設
を
記
念
し
た
公
開
講
座
は
12
月
12
日
、
４
号
館
講
堂
で

開
か
れ
、
か
つ
て
同
短
大
に
在
職
し
た
３
講
師
が
、
郷
土
の

偉
人
の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
は
、
泉
鏡
花
と

西
田
幾
多
郎
の
初
対
面
や
、
い
ま
だ
明
確
で
な
い
犀
星
の
出

生
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
受
講
者
の
興
味
を
集
め
ま
し
た
。 

講師を務めた（右から）青山、松田、笠森の各
館長。左は司会の藏角利幸教授＝４号館講堂 

 

開
会
式
に
臨
ん
だ
金
沢
学
院

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー 

多
郎
の
初
対
面
を
記
し
た
明

治
37
年
の
三
々
塾
日
誌
を
紹

介
し
、「
幾
多
郎
は
四
高
を
中

退
後
、
涙
な
く
し
て
は
語
れ

な
い
不
遇
の
青
春
時
代
を
送

っ
た
」
と
解
説
し
ま
し
た
。 

 

笠
森
館
長
は
、
犀
星
の
出 

生
に
関
す
る
諸
説
を
紹
介

し
、「
犀
星
は
人
間
に
『
美
』

を
求
め
た
。
野
田
山
だ
け
に

墓
が
あ
り
、
決
し
て
金
沢
を

嫌
っ
て
い
た
わ
け
で
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。 

赤川次郎氏 

ア
フ
リ
カ
の
良
い
面
を 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
老
川
氏
講
義 

 

文
学
部
の
特
別
講
義
「
開

発
援
助
っ
て
誰
の
た
め
？
」

は
12
月
22
日
、
２
号
館
研
究

棟
で
行
わ
れ
、
国
際
協
力
機

 

 

善
戦
し
た
マ
イ
ナ
キ
ー
・
車
組 

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
老
川
武

志
氏
＝
写
真
下
＝
が
日
本
の

ア
フ
リ
カ
支
援
を
紹
介
し
、

「
ア
フ
リ
カ
の
負
の
面
だ
け

で
な
く
、
可
能
性
を
秘
め
た

良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。 


